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令和３年１０月２１日 

本部長指示事項 

 

〇昨日、県の新型コロナウイルス感染症対策本部会議が開催され、１０月２５日以降の市民や事業者の方々

への協力要請の内容を決定し、飲食店においては営業時間の制限や酒類提供の制限がなくなるなど、緩和

された内容になっている。本市における新規感染者の発表者数も、本年４月以降最も減少しており、療養

者数やＰＣＲ検査陽性率など他の基準も同様に低いレベルで推移している状況にある等、今回の要請内容

の変更は現状を踏まえた妥当な判断であると考えている。このような状況となった背景としては、９月３

０日をもって解除された緊急事態措置以降、「リバウンド防止措置期間」と位置付けられたこの期間に、

引き続きの基本的な感染症対策を続けていただいた市民の皆様、事業者の皆様のご理解とご協力によるも

のと理解しており、皆様のご努力に感謝と敬意を表したい。 

 

〇しかし、これからの季節は空気が乾燥し、また換気が不十分になる等感染症が拡大しやすい状況となる。

また、ハロウィンやクリスマス、忘年会、お正月等、年末年始の飲食を伴うイベントが多く、普段は会わ

ない人同士の接触が増える時期ともなる。諸外国の例からも、新型コロナウイルス感染症は完全に終息し

たとは言えず、いつまた日本でも次の感染拡大がおこるかわからない状況であるため、市民の皆様には引

き続き感染防止行動の継続をお願いしたい。 

 

〇保健福祉部においては、新しい感染拡大の局面になったとしても十分な対応ができるよう医療提供体制の

整備を、これまでに整備した部分の検証もしつつ、必要な補強も加えて、怠らず進めていくこと。仮に感

染拡大が急拡大となると、入院が非常に難しくなる事態もこれまでに経験したことから、自宅で療養する

患者が多数発生することも考えられる。新しい感染拡大の局面になったとしても、お一人おひとりに適切

な対応が行き渡るように準備を継続してもらいたい。 

 

○各担当部署においては、それぞれ適切な対応をお願いする。 

・市施設については、１０月２４日をもって、２１時以降利用停止の制限を解除するが、引き続き、各施

設の感染防止対策を徹底してほしい。 

・「新しい生活様式」の社会全体へ定着を図っていくため、新型コロナウイルス感染症の感染状況に注視

しつつ、国の方で進めている「ワクチン・検査パッケージの技術実証」や追加の経済対策など、国や県

等の動向について情報収集に引き続き努めること。 

・新型コロナウイルス感染症に伴う経済活動の停滞が長期化していることを踏まえ、１１月から、中小企

業者の経営安定化に向けた支援として、中小企業者向け支援金追加支給に加えて支援金申請受付を再開

するので、引き続き迅速な支給に努めていくこと。 

・１１月１日より、市内で開催される習いごとの講座の利用料金が５０％割引となる「千葉市習いごと応

援キャンペーン」を再開するので、市民の皆様への周知徹底を図ること。 

 

○ワクチン接種について、１０月１９日の時点で、千葉市の全人口に対する、医療従事者等を含む全年代の
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１回目の接種率は、７４．８９％、２回目接種率は６６．２０％となっている。また、接種対象となって

いる本市の１２歳以上の方の１回目接種率は８２．４０％、２回目接種率は７２．８４％となっており、

接種対象者の７割は２回目接種を終え、１回目接種についても８割を超える方が接種を受けている。１

回目と２回目の間は３週間ですので、３週間後には２回目接種を終える方が８割を超える見込みとなっ

ている。ここまでワクチン接種が進んできた背景には、市民の皆さまのワクチン接種に対するご理解と

ともに、長期にわたり、通常診療をしながらワクチン接種に御協力いただいている医療機関の皆様をは

じめ、ワクチン接種業務に携わるすべての皆様のご尽力の賜物であり、改めて心から感謝を申し上げた

い。 

 

〇市民の皆様への１・２回目接種は、接種を希望する方に接種を受けていただく最終段階に入っているが、

まだ接種を受けるか悩まれている方や、接種を受けようと考えている方がいると思われるため、接種を

希望する方が必ず接種できるよう接種体制を維持するとともに、改めて接種勧奨の広報を行うこと。 

また、追加接種（３回目接種）については、引き続き、国の動向等を注視しながら、円滑に接種を実施

するための体制確保に向けて準備を進め、国が想定する早ければ１２月から医療従事者等への接種が開始

できるよう接種体制を整えること。 

 

〇今、市民の皆様に一番ご理解いただきたいのは、新型コロナウイルス対策はまだ終わっていない、という

ことである。いつまた新たな波が襲ってくるかわからない。 

マスクの着用、手洗い・消毒の徹底、換気の徹底、密の回避等を引き続き、気を緩めることなく実施す

る等、いま一度基本的な感染防止対策の徹底を市民の皆様にはお願いしたい。 

  最後に、各部においては職員に対し、市民の模範となるべく、感染防止対策を徹底させるよう指示いた

します。 


